
リコンビナントPrPCを用いたヒトプリオンのin vitro増幅	

解　説	

1.  sCJDの中でもMM1プリオンは基質の遺伝子型が129Mか129Vかに関わら
ず、PMCAによる増幅効率が非常に低く、今後の課題となった。	

2.  MV2及びVV2プリオンは基質の遺伝子型が129Vの場合に非常に高効率
に増幅されることが分かった。MV2プリオンに関しては、約10-8希釈した脳

ホモジネートからもPrPresが検出可能であり、高感度検出系へ応用が期待
された。	
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sCJD-MM1プリオ
ンは、基質の遺
伝子型が129Mま
たは129Vかに関
わらず、PMCAに
よる増幅効率が
非常に低かった	

MV2プリオンまたはVV2プリオンは、基
質の遺伝子型が129Vであるとき、
PMCAによる増幅効率が非常に高い	

MV2プリオンは129VのPrPCを基質として用いたときに、マルチラウンド
PMCAにより高効率で増幅可能であった。今回の系では、10ラウンドで約
10-8希釈の脳ホモジネートからPrPresを検出可能であった	
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